Ⅰ 若手女性研究者を対象とした科学研究費補助金の獲得支援事業 提案書
	１．研究題目
	

	２．申請者
	所属
	
	職名
	
	氏名
	

	
	専門分野
	
	学位
	

	３．研究種目　（募集要項に記載された研究区分から１つ選び，○を付けて下さい．）
	　　　　　　　　（１）　　　　　　　　（２）

	４．応募要件　（募集要項に示されている各研究種目の応募要件を満たしていることと，確約事項に同意したことを記載して下さい．）

	・ 令和３年４月１日現在の年齢　　   　 　歳
・ 令和２年度で終了する科研費の研究種目とその研究期間
（科研費データベースのコピーなど，当該科研費の研究代表者と研究期間が明示された資料を添付して下さい）
または令和２年度科研費に応募し不採択となった研究種目とその評価結果
　（評価結果通知のコピーを添付して下さい）
・ 応募を確約する令和３年度科研費の研究種目


	５．研究協力者　　（申請者を除く本学の教員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　名

	氏　名
	所属部局（専攻など）および職名
	現在の専門および学位
	役割分担

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	６．研究経費　　（研究協力者へ経費を配分する場合は使用予定者を付記して下さい．）

	費　　目
	金　　額　（千円）

	設備備品

	

	消耗品

	

	旅費

	

	人件費（アルバイト）

	

	合計
	


	７．研究テーマの内容　（①〜③は，科研費の審査員へのアピールポイントに重点をおいて，分かり易く記述して下さい．）

	① 研究計画の概要について（学術的背景と問い，何をどこまで明らかにするのか）
② 当該分野における国内外の研究と比較し，新規性，独自性および創造性など，学術的に優れているところ
③ 実行可能性と期待される研究成果
④ 令和３年度科研費に採択されるための工夫



	８．研究業績　　募集要項に示されている各研究種目の審査の観点を基に研究業績などを記載して下さい．

	① 論文業績について　（平成２７年度以降の論文リストを記載し，Web of Scienceによる掲載された学術雑誌の2019年のインパクトファクターと当該論文の被引用件数を付記して下さい．なお，インパクトファクターがない文系の学術雑誌については，当該分野における第三者的な視点から位置付けを説明して下さい．）

② 平成２７年度以降に代表者として獲得した外部資金などについて

ⅰ） 科学研究費補助金

ⅱ） ⅰ）以外の公的な公募型外部資金など
ⅲ） ⅰ）とⅱ）以外の外部資金など
③ 平成２７年度以降のその他の業績（特許，作品，受賞など）




Ⅱ 国際学術雑誌投稿支援事業（人文社会科学系分野の女性研究者対象）申請書
１．申請者

	フリガナ
	

	氏名
	

	所属
	
	職名
	

	連絡先
	(電話)
(ＦＡＸ)
(E-mail)


２．論文（記入可能な部分は全て記入すること）

	論文標題
	（英語またはその他外国語）

	
	（日本語）

	著者名
（共著の場合は全員を記載）
	

	論文発表誌名
（インパクトファクターがある場合はその数値も記載）
	

	発行元
	

	論文の概要と現在の進捗状況
（草稿の何割程度が完成しているか等，具体的にご記入ください。）
	


３．投稿経費

	経費種目
（例：校正料：投稿料：掲載料）
	明　　細

	金額（円）


	
	
	

	
	
	

	
	合　計
（申請金額にかかわらず，支援金額上限は10万円とする）
	


校閲料の見積書（写）または関連する必要経費の金額が分かる書類を申請書と併せてご提出ください。
Ⅲ　国際学術雑誌投稿支援事業（自然科学分野の女性研究者対象）申請書
１．申請者

	フリガナ
	

	氏名
	

	所属
	
	職名
	

	連絡先
	(電話)
(ＦＡＸ)
(E-mail)


２．論文（記入可能な部分は全て記入すること）

	論文標題
	（英語またはその他外国語）

	
	（日本語）

	著者名
（共著の場合は全員を記載）
	

	論文発表誌名
（インパクトファクターがある場合はその数値も記載）
	

	発行元
	

	論文の概要と現在の進捗状況
（草稿の何割程度が完成しているか等，具体的にご記入ください。）
	


３．投稿経費

	経費種目
（例：校正料：投稿料：掲載料）
	明　　細

	金額（円）


	
	
	

	
	
	

	
	合　計
（申請金額にかかわらず，支援金額上限は5万円とする）
	


校閲料の見積書（写）または関連する必要経費の金額が分かる書類を申請書と併せてご提出ください。
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